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論文の内容および審査の要旨

【研究 目的】味覚障害による味覚閾値の変化や摂

食量の低下は健康状態の悪化をまねき寿命にも影

響を及ぼす ことが懸念 される。本研究では,塩 味

に焦点を絞 り,末 梢味覚系の機能欠損がどのよう

な味覚障害症状をもたらし,末 梢由来の味覚障害

が全身状態にどのような影響 を与えるのか,さ ら

に,塩 味味覚障害による塩分摂取量変化が摂食行

動および寿命にどのような影響を与 えるのかを明

らかにす ることを目的とした。

【研究方法】コン トロールとして野生型で味覚器

の正常 なw1118を用いて,末 梢味覚器欠損系統 と

してGr5a-rpr,ΔXBs6を 用いて餌摂食量定量実験,

寿命の測定,産 卵場所識別能力実験 を行 う。餌摂

食量定量実験では,シ ャーレの中に0～320mMの

NaClを 寒天で固めた餌に食物色素で色 を付 け暗

室下に摂食 させ る。摂食終了後,バ ッファーと共

にサンプ リングチューブに入れ,ホ モジネー トを

行い,上 澄み液の吸光度を測定 し1匹 あた りの摂

食量 を各濃度で測定す る。寿命および産卵場所識

別能力アッセイではオス,メ スそれぞれ2匹 ずつ

50mlコ ニ カルチューブの中に入れ,プ レパ ラー

トに寒天で固めた300mMシ ョ糖 と80mMのNaCl

およびyeastを お き1日 ごとにどち らに何個卵 を

産み付けたか数える。寿命および産卵場所識別能

力アッセイではNaCl摂 食量の 多いメスのみを研

究対象 とした。

【研究結果】 コン トロール群やGr5a-rpr群 では

80mMを ピークとす るNaCl摂 食量のNaCl濃 度依

存性 を示 したが,ΔXBs6群 でのNaCl摂 食量には

有意 な変動は見 られなかった。 メスのNaCl摂 食

量をオスの摂食量で除 してみると,遺 伝変位の有

無にかかわ らず,メ スの方がオスよりも摂食量が

多く,そ の比は80mMで 有意に,コ ン トロール群,

Gr5a-rpr群ΔXBs6群 の順で小 さくなった。寿

命 の測定では,コ ン トロール群 とΔXBs6群 の生

存曲線は類似しており,有 意差は認め られなかっ

た。産卵場所識別能力アッセイでは,羽 化後4日

までの観察でΔXBs6群 でのPI値 がほとんどゼロ

を示 しており味覚器特有のpoxnの 欠損が産卵場

所識別能力を著 しく低下 させ ることが示 された。

【考察 ・結論】味覚器機能を遺伝的に欠損 させた

ショウジョウバエを味覚障害モデル として使用す

ることを初めて試み,以 下の結果 を得た。1.摂

食量定量実験ではコン トロールに対 し,重 度の味

覚器欠損があるΔXBs6に おいて大きくNaCl摂 食

量が低下 し,塩 味識別能力も失われた。一部の味

覚器の欠損 したGr5a-rprで はNaCl摂 取量に大 き

な変化は見られなかった。2,寿 命の測定の結果

ではコン トロール とΔXBs6の 間に有意差 は見ら

れなかった。3.産 卵場所識別能力ア ッセイでは

コン トロールがNaClNに たいして嗜好性を示すが,

ΔXBs6で は選択ができなくなっていた。

以上より,末 梢性塩味味覚障害では,味 覚障害

に伴 う塩味感受性の変化がNaCl摂 取量に影響を

及ぼすが,寿 命に対する影響は小 さいことが示唆

された。

本論文 に関す る一次審査は,平 成27年12月22

日午前10時 か ら行われた。審査員は,平 成27年

12月17日 に配布 された本論文を真摯 に読み,学

位論文としての学術的な価値 について詳 しい検討

を行った上で審査に臨んだ。まず申請者により研

究内容に関す る説明があり,論 文内容の検討と質

疑応答が行われた。質疑の主たるものは,1)実

験条件の設定,2)実 験結果に対する考察,3）

引用文献の内容 と本研究の関連についてであり,

いずれに対 しても明確な回答が得 られた。また審

査委員より1)方 法,結 果,考 察の一部,2)図

の一部について修正箇所が指摘 され,後 日,適 切

に修正 されたことを確認 した。

以上のことから,審 査委員会は申請論文が歯科

医学の発展 に寄与するものであることを認め,申

請者は学位 を授与するに値すると判断した。


